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１　はじめに

2006～2007年シーズン（2006/07シーズン）の岡山

県におけるインフルエンザ流行を解明するため，学校

等におけるインフルエンザ様疾患の集団発生（Infl.集

団）の患者発生状況，及び岡山県感染症発生動向調査

事業（発生動向調査）に基づくインフルエンザ患者の

発生状況を調査した。また，患者から採取された咽頭

拭い液等についてインフルエンザウイルス（Infl. V）

の分離を行うとともに，分離されたウイルスについて

型別及び抗原性解析を実施した。

２　材料及び方法

２.１　インフルエンザ患者発生状況

Infl.集団患者発生数については，県保健福祉部健康

対策課がとりまとめた「インフルエンザ様疾患施設別

発生状況報告」をもとに集計した。また，発生動向調

査の患者情報に基づき，定点医療機関あたり（定点あ

たり）のインフルエンザ患者発生状況を調査した。

２.２　ウイルス分離材料

2007年１月～３月にInfl.集団が発生した８施設の患

者32人，及び平成18年度の発生動向調査期間中に確認

されたインフルエンザ散発例患者29人の，あわせて61

人から採取した咽頭拭い液をウイルス分離材料とした

（表）。

２.３　ウイルス分離・同定法

MDCK細胞を使用してウイルス分離を行った1)。採

取した咽頭拭い液を培養細胞に接種し，盲継代２～３

代後に細胞変性効果のみられた検体について，モルモ

ット赤血球を用いて定法に従い2)赤血球凝集(HA)試験

を実施した。HA試験によりInfl. Vの存在が疑われた

検体について，2006/07シーズンのAソ連（AH1）型

Infl. Vワクチン株（A/ニューカレドニア/20/99），A
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要　　旨

2006～07年シーズン（2006/07シーズン）の岡山県におけるインフルエンザの流行は，流行の開始時期及びピークに

達した時期が，それぞれ2007年第３週（１月中旬）及び第11～12週（３月中旬）と，ともに過去10年間で最も遅かった。

一方，定点医療機関あたりのインフルエンザ患者総数は185.7人と，ここ数年では中規模の流行であると考えられた。

ウイルス分離成績などから，今シーズンはビクトリア系統のB型インフルエンザウイルス（Infl. V）を主流行としたA

香港（AH3）型Infl. Vとの混合流行であると推察された。今回のように流行が春先へずれ込んだのは，例年であれば冬

季に流行するAH3型Infl. V及びAソ連（AH1）型Infl. Vがさほど広まらなかったところへ，これまで主に春先～初夏に

流行する傾向のあったビクトリア系B型Infl. Vが侵入し伝播したことが原因と考えられた。一方ビクトリア系B型Infl.

Vは，前シーズンの春～初夏にかけて流行が認められたのにもかかわらず，今シーズンも再び流行し，しかも例年並み

の流行規模となった。この要因として，患者年齢構成の解析などから，前シーズンの流行でさほど感染を受けなかった

年齢層を中心に流行が広がったこと，さらに当該年齢層にとっては，ビクトリア系B型Infl. Vの流行が４年ぶりであっ

たことなどが考えられた。なおAH1型Infl. Vについては，県内の一部地域でのみ検出されたものの，ここ数年県内で流

行しているウイルスとは抗原性が異なっていたことから，今後の流行動向に注意する必要があると思われた。

[キーワード：岡山県，インフルエンザウイルス，インフルエンザ様疾患集団発生，感染症発生動向調査，疫学解析]

[Key words：Okayama Prefecture, Influenza virus, Outbreak of influenza, Infectious disease surveillance, Epidemiological analysis]
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香港（AH3）型Infl. Vワクチン株（A/広島/52 /2005），

山形系統3)に属するB型Infl. V（山形系B型Infl. V）標

準株（B/上海/361/2002）及びビクトリア系統3)に属す

るB型Infl. V（ビクトリア系B型Infl. V）標準株（B/

マレーシア/2506/2002：2006/07シーズンワクチン株）

に対する抗インフルエンザウイルス血清(国立感染症

研究所より分与)を用いた赤血球凝集阻止(HI)試験2)

により同定及び型別を行った。さらに，Infl. Vの関与

が証明されなかったInfl.集団発生施設の検体，及び散

発例の検体全例についてはFL及びVero細胞を用いた

ウイルス分離も実施した。

３　結　　果

３.１　患者発生状況

週別のInfl.集団患者発生状況は図１に示すように，

2007年第３週（１月16日）に井笠地区の１施設におい

て Infl. 集団が初めて確認された後，その３週後に小

ピーク（651人）を形成し，いったん患者は減少した

ものの，再び増加に転じ第11週（３月中旬）にピーク

（2,172人）に達した。その後，患者数は急激に減少し，

第13週には患者が報告されなくなった。それ以降は，

第16，17，及び20週に患者がわずかに認められたのみ

で，第21週（５月下旬）に集団発生は終息した。Infl.

集団の届出患者総数は5,689人と，ここ数年間4)～8)で

はほぼ中程度の患者数であった。なお，過去10年の比

較では4)～8)，患者数がピークに達した週（３月12日～

18日）は最も遅く，また初発日についても2003/04シ

ーズンの１月19日に次ぐ遅さであった。次に，Infl.

集団患者の内訳をみると，幼稚園児3.4％，小学生

66.6％，中学生28.7％，高校生1.4％であった。これ

を前シーズンの春季流行のものと比較すると8)，高校

生の割合が激減した（72.6％→1.4％）一方で，小学

表　インフルエンザウイルス分離成績 

検体採取状況 ウイルス分離・同定 
同　　定

施設 施設名 所在地 採取年月日 分　離 AH1型
(Aソ連)

AH3型
(A香港)

Ｂ型
(ﾋﾞｸﾄﾘｱ系統)

No.

１ Ａ小学校 井原市 19.   1. 17   3/4* 0 0 3
２ Ｂ小学校 岡山市 19.   1. 24 1/3 0 0 1
３ Ｃ中学校 岡山市 19.   2.   7 2/5 0 0 2
４ Ｄ中学校 美作市 19.   2. 20 3/5 0 0 3
５ Ｅ中学校 真庭市 19.   2. 28 4/5 0 0 4
６ Ｆ小学校 新見市 19.   3.   5 4/5 0 0 4
７ Ｇ小学校 倉敷市 19.   3.   5 2/3 0 0 2
８ Ｈ小学校 倉敷市 19.   3.   5 0/2 0 0 0

岡山保健所 18.  9. 27 ～ 9. 30 3/3 3 0 0
19.  2. 14 ～ 2. 26 5/6 1 3 1

3.   1 ～ 4. 10 5/6 3 1 1

倉敷市保健所 19.  2. 26 0/1 0 0 0

井笠保健所 19.  1.   6 ～ 1. 20 2/3 0 2 0
3. 18 0/1 0 0 0
4.   5 ～ 4. 23 1/3 0 1 0

新見保健所 19.  1. 24      0/1 0 0 0
2. 19 ～ 2. 23 3/3 0 1 2
3.   7 ～ 4. 18 1/2 0 0 1

集団発生例 

所管保健所名 検体採取年月日

散　発　例 

＊陽性数／検体数

    小　　　計 19/32  0  0  19
 (59.4%)   (59.4%)

小　　　計 20/29 7 8 5
(69%) (24.1%) (27.6%) (17.2%)

合　　　計 39/61 7 8 24
(63.9%) (11.5%) (13.1%) (39.3%)



生の割合が大幅に増加（ 7 . 8％→

66.6％）していることが明らかとなり，

両流行間の年齢構成に違いが認められ

た。

一方，発生動向調査における定点あ

たりインフルエンザ患者数の推移をみ

ると（図１及び図２），2007年第３週

（１月中旬）に患者数が0.2人を超えた

後，第11～12週にかけてピークに達し

た。その後患者数は漸減していき，第

23週（６月上旬）に定点あたり患者数

が0.2人を下回り，流行は終息した。

定点あたりインフルエンザ患者の総数

（前年の第36週から翌年の第35週まで

の総計）は185.7人と，ここ数年では4)

～8)ほぼ中規模の流行であると考えら

れた。なお，今シーズンの流行始開始

時期及びピークに達した時期は，過去

10年間でみると4)～8)最も遅いものであ

った。次にInfl. 集団で認められた，

2006年春季流行との患者年齢構成の違

いが，発生動向調査においても同様に

認められるのかについて調べるため，

両流行の年齢層について比較を行った

（図３）。その結果，2006年春季流行に

おいて大きな割合を占めていた10～14

歳群及び15～19歳群の合計（中学～高

校生に相当）が，今シーズンでは大き

く減少した（計63.5％→27.8％）のに

対し，その他の年齢群ではいずれも今

シーズンにかけてその割合が増加して

いることがわかった。

３.２　ウイルス分離結果

ウイルス分離結果は表に示すよう

に，Infl. 集団の発生した８施設中７

施設の患者19人（59.4％）から，いず

れもビクトリア系B型 Infl. V が分離

された。一方，散発例では29人中20人

（69％）から Infl. V が分離されたが，

その内訳は AH1型 Infl. V が７株，

AH3型 Infl. V が８株及びビクトリア
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図１　週別のインフルエンザ患者発生状況 
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図２　週別のインフルエンザウイルス分離状況 
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図３　流行シーズン別の定点あたり患者数の年齢群別割合 
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系B型 Infl. V が５株であった。分離株全体ではビク

トリア系B型 Infl. V が24株と最も多く，次いでAH3型

Infl. V が8株，AH1型 Infl. V が７株の順であった。

週別のウイルス分離状況は図２に示すように，ビク

トリア系B型 Infl. V は流行前半～ピークにかけて

（2007年第３週～第10週），及びAH3型 Infl. V は流行

期全般にわたってそれぞれ分離されていた。なお両型

とも，その分離状況に明らかな地域差は認められなか

った（表）。一方AH1型 Infl. V については，2006年第

39週の９月27～30日（表），及び2007年第７週，第13

週にそれぞれ分離されたが（図２），そのいずれもが

玉野地域にある同一の定点医療機関に由来していた。

医療機関からの疫学情報などから，９月27～30日のウ

イルス陽性３検体のうち２検体は，中国から帰国して

インフルエンザを発症した患者を感染源とする家族内

発生例に由来し，残りの１検体もその隣接地域に居住

する患者から採取されたものであることが明らかにな

った。

最後に，Infl. V の関与が証明されなかった１施設

の患者２人及び散発例の全検体について FL 及び Vero

細胞を用いたウイルス分離を実施したところ，井笠保

健所管内の医療機関で採取された散発例１件から，ア

デノウイルス３型が分離された。

３.３　分離ウイルスの抗原性解析

ビクトリア系B型 Infl. V 分離株抗原性について，

2006/07シーズンのワクチン株であるB/マレーシア

/2506/2002株を基準に HI 試験により解析を行ったと

ころ，いずれの株もワクチン株とほぼ類似した抗原性（

HI 価で４倍以内の差）であることがわかった（デー

タを示さず）。次に，AH1型 Infl. V 分離株についても

同様に，ワクチン株の A/ニューカレドニア/20/99株

を基準に解析を行ったところ（図４パネルAH1），分

離株の抗原性はいずれも，ワクチン株に対し HI 価で

４～８倍の差異が認められた。最後に，AH3型 Infl.

V 分離株の抗原性についてもワクチン株である A/広

島/52/2005株を基準に解析を行ったところ，分離株の

過半数がワクチン株に類似した抗原性であったもの

の，流行初期～中期にかけてワクチン株とやや抗原性

の異なる株（HI 価で８倍の差異）も検出されていた

（図４パネルAH3）。

４　考　　察

2006/07シーズンの岡山県におけるインフルエンザ

は，患者発生状況及びウイルス分離成績などから，ビ

クトリア系B型 Infl. V を主流行とした AH3型 Infl. V

との混合流行であると推察された。全国情報でも9)，
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図４　流行時期別のAH1型及びAH3型インフルエンザウイルスの抗原性推移 
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　パネルAH1がAH1型ワクチン株であるA/ニューカレドニア/20/99株を、パネルAH3
がAH3型ワクチン株のA/広島/52/2005株をそれぞれ基準とし、HI試験により抗原性を
比較した。 



ビクトリア系B型 Infl. V 及び AH3型Infl. V が分離株

総数のそれぞれ41％及び47％を占めており，全国的に

も両ウイルスによる混合流行であったことがうかがわ

れた。なお AH1型 Infl. V については，県内の一部地

域のみからの検出であったことから，限局的流行にと

どまったものと考えられた。

Infl. 集団及び発生動向調査の患者発生状況から，

今シーズンは１月中旬に流行がはじまり，過去10年間

で最も遅い３月中旬にピークに達するなど，これまで

に例をみないものであった。このように流行が春先に

ずれ込んだのは，例年であれば冬季に流行するAH3型

Infl. V 及び AH1型 Infl. V がさほど広がらなかったと

ころへ，これまで主に春先～初夏に流行する傾向のあ

ったビクトリア系B型 Infl. V4),5),8)が侵入し，伝播し

ていったことが原因と思われた。一方，ビクトリア系

B型 Infl. V は前シーズンの春～初夏にかけて流行が

認められたのにもかかわらず，今シーズンも再び流行

し，しかも例年並みの流行規模となった。この要因と

して，Infl. 集団及び発生動向調査における患者年齢

構成の比較などから，前シーズンの流行でさほど感染

を受けなかった年齢層に流行が広がったこと，さらに

当該年齢層にとっては，ビクトリア系B型 Infl. V の

流行が4年ぶりであったことなどが考えられた。

AH1型 Infl. V については，最も早い時期（2006年9

月下旬）にウイルスが分離された患者３名中２名は，

中国から帰国した患者が関連した家族内発生例に関係

しており，また残り1名も隣接地域に居住していた。

その後，同地域の定点医療機関に由来する検体のみか

らAH1型 Infl. V が分離されたこと，及び分離株の抗

原性が互いに類似していたことなどから，海外から持

ち込まれたウイルスが，その後限定された地域で流行

したものと推察された。なお抗原解析結果から，分離

株の抗原性がいずれもA/ニューカレドニア/20/99株

と HI 価で４～８倍の差異が認められ，ここ数年流行

している株の抗原性（A/ニューカレドニア/20/99株

と HI 価で２倍以内の差異7),8)）とは異なっていたこと

から，当該株の今後の流行動向には注意する必要があ

ると思われる。
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